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    他人に頼ることなく、    

     自分の意志と努力で 

      行動に責任を持ち、 

       常に理想に向かって   

         たくましく歩む。 
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建 学 の 精 神 ： 「 世 に 廃 物 な く 、 人 に 棄 材 な し 」  

 

 

校訓：自主独往の精神 

２ ０ ２ １ 年 度 入 学 生  第 １ 学 年  学 年 通 信  第 ３ 号  

Since1924 ～創立100周年に向けて～ 

「学校生活に慣れてきた頃に、一度立ち止まって学習習慣を見直そう」 

新時代 

の幕開け 

 中間試験が終わりました 
 

 中間試験の結果がでました。あらためて思うのは、勉強に王道はないということ。日々の学習ノートへ

の取り組みや、予習・復習など、やはり地道に努力を積み上げてきた人にだけ道は開けるのですね。 

それがどんなに小さな努力の毎日であっても、です。 

 結果を見て、これから自分が何をしなければいけないかが分かったかと思います。まずは明日の  

授業から集中してみましょう。そして期末試験までの学習計画を自主的に作成してみましょう。 

 今日という日はまた新しい１日です。新たな気持ちでスタートしましょう。 

初めてのたちばな祭 
 

 ６月５日（土）、６日（日）、７日（月）にたちばな祭が開催されます。 

５日はステージの部、６日は体育の部、７日は文化の部です。昨年度

は新型コロナウイルスの影響でWEB開催となったため、１年生だけで

なく２年生も初めてのたちばな祭となります。今年度も新型コロナウイ

ルスの影響を鑑みて、規模を縮小し、感染対策を徹底して本校生徒

と教職員のみでの開催となります。１年生は５日のステージの部に 

参加するため、LHRや空き時間を

使ってダンスの練習に励んでいま

す。ま た、体 育 の 部 の 出 場 種 目  

決めなどクラスでの活動が活発に

な っ て き ま し た。チ ーム ワ ー ク を  

大切に、みんなで協力しあいながら

盛り上げていきましょう。 

梅雨入りです 
 

  6月10日は「時の記念日」。 

 なんと、大正９年に定められもので、「時間を守る」をスローガンとして始められたそうです。でも、現在

では「過去と未来」という時の尊さに想いを馳せる日、そんな深読みもできるでしょう。 ということで、 

今月は次のような２つのスローガンを掲げて、それを考えていく１カ月にしましょう。 

 

    ●「過去の時間」を振り返り、その使い方を見直そう 

   ●「未来の時間」を想い、それぞれの将来の姿について多くの人たちと語り合おう 

表彰しました 
計算テスト：得点率100％（満点） 

 12HR 多田さん、16HR 一杉くん 
計算テスト：クラス平均 

 １位 15HR 

 2位 １6HR 
 

漢字実力診断テスト：クラス平均 

 １位 13HR 

 2位 １6HR 
 

学習ノート 

大変よく取り組んでいる生徒 

 11HR 秋元さん 

 13HR 木村さん、比嘉さん 

 14HR 椎野さん 

 15HR 小田嶋さん、小泉さん 
 

検温送信率100％ 

 12HR 

コース選択について 
 

 コース選択のための「コース基礎」は、現在２巡目に入り、各コースの

体験が行われています。 

 今後７月６日（火）までに５コースの２回目の体験が終わり、その後に

コース選択の希望調査が始まります。締め切りは、７月９日（金）です。

早めに提出するように心掛けてください。なお、１学期末の三者面談は

コース選択の確認も行いますので印鑑持参で来校してください。   

保護者の皆様には、お忙しいところだとは思いますが、御協力をよろしく

お願いいたします。 

課題テストの結果が個票（冊子）になって返却されています。ここでは学年順位を確認することができま

す。復習や次回の課題テストに向けて“今の自分に何が足りないのか”“どこを学習すれば成績がアップする

のか”は、その冊子にある問題（紙媒体での復習）とＱＲコードのリンク先にある問題（デジタル教材）に 

取り組むことで解決するでしょう。しかも、それは生徒一人ひとりの学びを最適化するものです。中間試験の

個票も返却されていますので、日々の学習の定着具合を確認してください。また、本日の集会では計算テスト

や漢字実力診断テスト、学習ノートの取り組み状況など、日々の教育活動の中で頑張っている生徒たちや  

クラスを表彰しました。褒められること誰にとっても嬉しいことです。仲間の頑張りを認め合い、刺激を  

受けながら「次は自分も頑張ろう」という気持ちになってくれたら嬉しいです。これからも「褒める」  

「頑張りを認める」、そんな場面を作っていきたいと思います。             学 年 主 任 


